
美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち 今月号の主な内容

・新型インフルエンザ対策
・行政トピックス
　・教育長就任
　・北但行政事務組合からのお知らせ
　・第 5回香美町子牛品評会 後期の部　
　・香美町山の祭典 第 2回但馬牛食まつり　ほか
・まちの出来事　　　　　　            
・山陰海岸が世界ジオパークネットワーク
　国内候補地に決定　　
　( 別冊 けいじばん、いきいきカレンダー )
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11 香美町広報
平成21年 11 月号
（第 56 号）

【写真】眺め最高！空の展望台
　　　　　三川山パノラマハイキング（香住区）

　約 190 人が参加して 10月 25 日に行われ

た三川山パノラマハイキング。

　山頂付近の特設展望台からは、はるかに

そびえる山々のむこうに口佐津、奥佐津地

区が望めます。

（写真上が口佐津、奥佐津地区）
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●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

〜 

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

　
　
　
　
　
　

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
こ
と 

〜

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
型

Ｈ
１
Ｎ
１
）
は
、
世
界
的
に
感
染

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。「
新
型
」

で
あ
る
た
め
ほ
と
ん
ど
の
人
が
抗

体
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
感
染

力
が
強
く
、
こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え

さ
ら
な
る
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

そ
の
毒
性
は
弱
く
、
多
く
の
感

染
者
は
軽
症
の
ま
ま
回
復
し
て
お

り
、
治
療
薬
（
タ
ミ
フ
ル
、
リ
レ

ン
ザ
）
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
妊
婦
、
基
礎
疾
患
を
持
つ
人
、

子
ど
も
、
高
齢
者
な
ど
は
重
症
化

し
や
す
い
と
さ
れ
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　

接
種
の
始
ま
っ
た
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
（
以
下
「
ワ

ク
チ
ン
」）
や
感
染
し
た
場
合
の

対
処
法
な
ど
、
正
し
い
知
識
と
正

確
な
情
報
を
収
集
し
、
冷
静
に
行

動
す
る
こ
と
が
、
自
分
の
身
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
も
効
果
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

Q
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ク
チ
ン
は

そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
し
か
効
果
が
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
既
存
の
製
法
に
よ
る
国

内
産
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
と
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
同
時
接
種
は
、

医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
は

実
施
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ａ

Ａ

Q
＆

〜 

ワ
ク
チ
ン
接
種
編
① 

〜

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

●
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

　

こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
か
ら
、
感

染
者
の
重
症
化
予
防
に
一
定
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

感
染
防
止
の
効
果
は
証
明
さ
れ
て

お
ら
ず
、
接
種
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
感
染
し
な
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
リ
ス
ク

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
多
く
の
人
に

重
症
化
予
防
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
し
ま
す
が
、
接
種
後
、
接

種
部
位
が
は
れ
た
り
、
平
常
時
よ

り
高
い
熱
が
出
る
な
ど
の
症
状
が

見
ら
れ
た
り
す
る
ほ
か
、
ま
れ
に

重
じ
ゅ
う
と
く篤

な
症
状
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
点
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ

い
た
う
え
で
、
個
人
の
選
択
に
よ

り
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・
安
全
性

　

安
全
性
は
長
年
接
種
さ
れ
て
き

た
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
と
同
程
度
と
考
え
ら
れ
、
有

効
性
も
あ
る
程
度
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
輸
入
ワ
ク
チ
ン
は
、

海
外
で
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
を
も
と
に
有
効
性
、
安
全
性
を

確
認
し
て
か
ら
接
種
を
開
始
し
ま

す
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
健
康
被
害
の
低
減

に
有
効
と
さ
れ
る
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
の
一
つ
で
す
。

　

た
だ
し
、
万
能
の
解
決
策
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
生
産

量
は
世
界
的
に
見
て
も
限
界
が
あ

り
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
と
い
え

ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
や
リ
ス

ク
、
接
種
方
法
な
ど
に
つ
い
て
ま

と
め
ま
し
た
。
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●
優
先
接
種
対
象
者
な
ど

　

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
当
面
、
必
要
性
の
高

い
人
を
「
優
先
接
種
対
象
者
」
と

し
て
接
種
の
機
会
が
提
供
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
該
当
す
る
人
と
接
種

の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
対
象
者
全
員
が
接
種
す
る
と
仮

定
し
た
場
合
の
も
の
で
、
接
種
回

数
や
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
に
よ
り

変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
接
種
費
用
に
つ
い
て

　

接
種
費
用
は
接
種
後
に
実
費
を

徴
収
し
ま
す
。
２
回
接
種
の
場
合
、

全
国
一
律
で
１
回
目
３
６
０
０

円
、
２
回
目
２
５
５
０
円
（
１
回

目
と
異
な
る
医
療
機
関
で
接
種
す

る
場
合
は
３
６
０
０
円
）
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
優
先
接
種
対
象

者
の
う
ち
、
所
得
の
少
な
い
世
帯

は
接
種
費
用
の
減
免
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
優
先
接
種
対
象
と
な
る
基
礎
疾
患
と
は
…

　

慢
性
呼
吸
器
病
、心
臓
病
、腎
臓
病
、

肝
臓
病
お
よ
び
神
経
・
神
経
筋
の
病

気
、
血
液
の
病
気
、
糖
尿
病
、
病
気

や
治
療
で
免
疫
抑
制
状
態
、
小
児
の

病
気
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
人
は
、
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
が
受
託
医
療
機
関
で
な
い
場
合
、

患
者
は
主
治
医
に
「
優
先
接
種
対
象

証
明
書
」
を
発
行
し
て
も
ら
い
、
受

託
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
基
礎
疾
患
の
う
ち
接
種
が

最
優
先
さ
れ
る
も
の
か
ど
う
か
は
医

療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

優先接種対象者の

　接種費用減免措置一覧

減免対象 自己負担額

生活保護世帯 無料

町民税非課税世帯 1,200 円

●
減
免
措
置
を
受
け
る
に
は

　

基
礎
疾
患
を
持
つ
人
を
除
く
優

先
接
種
対
象
者
の
う
ち
、
接
種
費

用
の
減
免
措
置
の
対
象
と
な
る
人

に
は
接
種
開
始
日
の
２
週
間
前
ま

で
に
役
場
か
ら
「
減
免
対
象
者
証

明
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

接
種
当
日
、
こ
の
証
明
書
を
接

種
す
る
医
療
機
関
の
窓
口
へ
提
出

す
れ
ば
減
免
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
基
礎
疾
患
を
持
つ
人
や
平
成
21

 

年
１
月
２
日
以
降
に
本
町
に
転

　

入
し
た
人
の
減
免
措
置

　

町
は
基
礎
疾
患
の
有
無
や
転
入

し
た
人
の
課
税
状
況
を
把
握
で
き

な
い
た
め
、
減
免
対
象
者
証
明
書

を
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
い
っ
た
ん

接
種
し
た
医
療
機
関
の
窓
口
で
費

用
全
額
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
町
が
差
額
を
払
い
戻
し

ま
す
。

　

な
お
、
転
入
し
た
人
が
減
免
措

置
を
受
け
る
場
合
は
、
課
税
状
況

の
確
認
の
た
め
、
転
入
前
の
住
所

地
の
課
税
証
明
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
。（
高
校
生
以
下
は
不
要
）

●
払
い
戻
し
の
方
法

　

受
託
医
療
機
関
が
発
行
す
る

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
済
証
」
お
よ
び
「
領
収
書
」、

払
戻
金
の
振
込
口
座
情
報
、
印
鑑

を
役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課
ま
た

は
各
地
域
局
健
康
福
祉
課
へ
持
参

し
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
場
所
に
つ
い
て

　

国
と
委
託
契
約
を
結
ぶ
全
国

の
「
受
託
医
療
機
関
」
で
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
要
予

約
）。

　

町
内
の
「
受
託
医
療
機
関
」
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
開
始
時
期

は
左
表
の
と
お
り
で
す
（
電
話
番

号
の
市
外
局
番
は
０
７
９
６
）。

　

な
お
、
こ
の
証
明
書
は
町
内
の

医
療
機
関
と
公
立
豊
岡
病
院
、
公

立
八
鹿
病
院
で
有
効
で
す
。
そ
れ

以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た

場
合
は
、
い
っ
た
ん
接
種
し
た
医

療
機
関
の
窓
口
で
費
用
全
額
を
支

払
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
町

が
差
額
を
払
い
戻
し
ま
す
。

※優先接種対象者のうち、身体上の理由などによりワクチン接種
　を受けることのできない人の保護者を含む。

優先接種対象者と接種スケジュールなど優先接種対象者と接種スケジュールなど

3月～2月1月12月11月優先接種対象者

・基礎疾患を持つ人（最優先）

・妊婦（保存剤を含むワクチン接種希望者）

・妊婦（保存剤を含まないワクチン接種希望者）

・基礎疾患を持つ人（その他）

・小児（1歳～小学校 3年生）

・1歳未満児などの保護者※

・小学校 4年生～高校生

・65 歳以上の高齢者

　11月 2日～

　11 月 16 日～

　12 月上旬～

　12 月中旬～

　1月上旬～

　1月以降～

受託医療機関一覧

所在 医療機関 ワクチン接種の予約開始時期 電話番号

香住区

公立香住病院 12 月 1 日～（ただし、小児は11月 1日～） 36・1166

下山医院

11 月上旬～（基礎疾患を持つ人（最優先））

12 月上旬～（基礎疾患を持つ人（その他））

1月以降～　（小学 4年生～高校生および 65 歳以上の高齢者）

36・3250

成田医院 10 月 17 日～ 36・2771

山本クリニック ワクチン入荷次第 39・1525

村岡区
公立村岡病院

12 月 14 日～

（ただし、小児は11月 16 日～、　1歳未満児などの保護者 12月 1日～）
94・0111

村瀬医院 ワクチン入荷次第 94・0003

小代区 小代診療所 ワクチン入荷次第 97・2023
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ワ
ク
チ
ン
に
保
存
剤
が
使

わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

妊
婦
が
接
種
し
て
も
問
題
あ
り
ま

せ
ん
か
？

Q
保
存
剤
（
防
腐
剤
）
と
し

て
ワ
ク
チ
ン
に
添
加
さ
れ

て
い
る
チ
メ
ロ
サ
ー
ル
（
有
機
水

銀
化
合
物
）
で
す
が
、
そ
の
含
有

量
は
ご
く
微
量
で
す
。
た
だ
し
、

人
体
や
胎
児
へ
の
影
響
は
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
保
存
剤
を
含
ま
な
い
ワ

ク
チ
ン
を
妊
婦
専
用
に
確
保
し
、

11
月
16
日
か
ら
接
種
で
き
る
よ
う

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

保
存
剤
を
含
ま
な
い
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関
ま
た
は
産

婦
人
科
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ａ

Ａ

Q
＆

〜 

ワ
ク
チ
ン
接
種
編
② 

〜

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

●
接
種
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て

接
種
時
期
と
接
種
場
所
の
確
認

　

優
先
接
種
対
象
者
に
該
当
す
る
人
は
、
か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
や
町
内
の
医
療
機
関
に
接
種
時
期
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

１
接
種
の
予
約

　

接
種
を
実
施
す
る
医
療
機
関
の
窓
口
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

２
提
示
書
類
の
用
意

　

接
種
時
に
、
接
種
す
る
医
療
機
関
の
窓
口
で
下
表
に

あ
る
書
類
を
提
示
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
っ
た
優
先

接
種
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

３

優先接種対象者 提示する書類
妊婦 ・母子健康手帳

基礎疾患を持つ人
・優先接種対象者証明書（かかりつけの医療機関で発行）
　※かかりつけの医療機関で接種する場合は不要

1歳～小学校 3年生 ・母子健康手帳または各種健康保険被保険者証

1歳未満児の保護者
・母子健康手帳
・各種健康保険被保険者証または運転免許証など

優先接種対象者のうち身体上の理由などで
接種できない人の保護者

・優先接種対象者証明書
・各種健康保険被保険者証または運転免許証など

小学校 4年生～高校生、65歳以上の高齢者・各種健康保険被保険者証または学生証、運転免許証など

接
種
後
の
注
意

　

接
種
後
に
接
種
部
位
が
は
れ
る
な
ど
の
反
応
が
で
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
は
軽
い
一
過
性
の
症
状

で
お
さ
ま
り
ま
す
が
、
気
に
な
る
症
状
が
出
た
り
、
長

引
い
た
り
す
る
と
き
は
医
師
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

４

医療機関の窓口で提示する書類一覧

ワクチン接種

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

感
染
し
た
人
で
も
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
必
要
で
す
か
？

Q
一
般
的
に
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
発

症
し
た
人
は
、
免
疫
を
持
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
予
防
接

種
を
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
確
実
に
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
と

言
え
る
の
は
、
専
門
の
検
査
（
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
）
で
ウ
イ
ル
ス
の

確
認
が
行
わ
れ
た
人
の
み
で
す
。

Ａ
優
先
接
種
対
象
者
で
は
な

い
人
は
接
種
で
き
な
い
の

で
す
か
？
優
先
接
種
対
象
者
は
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で

す
か
？

Q
優
先
接
種
対
象
者
以
外
の

人
に
つ
い
て
も
、
優
先
接

種
が
終
了
次
第
、
希
望
者
が
接
種

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要

は
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
優
先

接
種
対
象
者
に
、
接
種
義
務
が
生

じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ

忘れてませんか？

せきエチケット
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Ａ

Q
＆

〜 
感
染
編 

〜

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

感
染
す
る
と
重
症
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？

Q
い
い
え
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
軽
症
で
回
復
し
ま
す
。

た
だ
し
、
妊
婦
、
幼
児
、
高
齢
者

や
持
病
を
持
つ
人
の
な
か
に
は
、

治
療
の
経
過
や
管
理
の
状
況
に
よ

り
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
と

判
断
さ
れ
る
人
が
い
ま
す
。
特
に
、

次
の
持
病
を
持
つ
人
は
、
混
雑
を

避
け
、
手
洗
い
、
う
が
い
を
励
行

し
、
感
染
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

・
慢
性
呼
吸
器
疾
患

・
慢
性
心
疾
患

・
糖
尿
病
な
ど
の
代
謝
性
疾
患

・
腎
機
能
障
害

・
ス
テ
ロ
イ
ド
内
服
な
ど
に
よ
る

　

免
疫
機
能
不
全

Ａ

発
熱
し
、
せ
き
も
出
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

感
染
し
た
か
も
？
医
療
機
関
を
受

診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

Q
必
ず
受
診
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
持
病
を
持
つ
人
な
ど
は

重
症
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
早
め
に
医
療
機
関
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　

健
康
な
人
で
も
、
次
の
よ
う
な

症
状
が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ・
小
児

　

呼
吸
が
速
い
、
息
苦
し
そ
う
、
顔

色
が
悪
い
、
嘔お

う

と吐
や
下げ

り痢
が
続
く
、

落
ち
着
き
が
な
い
、
反
応
が
鈍
い
、

症
状
が
長
引
き
悪
化
し
て
き
た
な
ど

・
大
人

　

呼
吸
困
難
や
息
切
れ
、
胸
痛
、
嘔

吐
や
下
痢
が
続
く
、
症
状
が
長
引
き

悪
化
し
て
き
た
な
ど

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と

き
注
意
す
る
こ
と
は
？

Q
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

一
般
の
病
院
、
診
療
所
な

ど
の
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
直
接
、
医
療
機
関

に
は
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
必

ず
事
前
に
電
話
し
て
、
受
診
す
る

際
の
感
染
防
止
策
な
ど
に
つ
い
て

医
療
機
関
の
指
示
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

受
診
す
る
医
療
機
関
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
健
康
相
談
窓
口
」（
℡

０
７
９
６
・
２
６
・
３
６
７
１
）
か

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課
ま
た
は

各
地
域
局
健
康
福
祉
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ

感
染
者
が
自
宅
で
療
養
し

て
い
ま
す
が
同
居
者
は
ど

の
よ
う
な
注
意
が
必
要
で
す
か
？

Q
同
居
者
は
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
手
を
こ
ま
め
に
洗
い
、
患
者
の

　

看
護
を
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
を

　

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
可
能
な
ら
患
者
の
部
屋
を
専
用

　

に
し
、
よ
く
換
気
し
ま
し
ょ
う
。

・
同
居
者
が
慢
性
呼
吸
器
疾
患
、

　

心
疾
患
、　

糖
尿
病
な
ど
基
礎

　

疾
患
を
持
つ
場
合
や
、
妊
婦
、

　

免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
場
合

　

な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
患
者
と

　

の
接
触
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
潜
伏

　

期
間
は
、
１
週
間
程
度
と
言
わ

　

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
、
朝

　

夕
の
検
温
を
し
て
体
調
管
理
に

　

努
め
て
く
だ
さ
い
。

・
日
常
生
活
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

　

ん
が
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控

　

え
、
混
雑
し
て
い
る
場
所
へ
出

　

か
け
る
と
き
は
必
ず
マ
ス
ク
を

　

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ

自
宅
で
療
養
し
て
い
ま
す

が
熱
が
下
が
っ
た
の
で
外

出
し
て
も
い
い
で
す
か
？

Q
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

感
染
力
が
強
く
、
症
状
が

お
さ
ま
っ
て
も
周
り
の
人
を
感
染

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、

「
感
染
し
た
」、
ま
た
は
「
そ
の
疑

い
が
あ
る
」
と
医
療
機
関
で
診
断

さ
れ
た
場
合
は
、
発
熱
や
せ
き
、

の
ど
の
痛
み
な
ど
の
症
状
が
現
れ

た
日
の
翌
日
か
ら
７
日
目
ま
で
は

外
出
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
こ
の
期
間
に
つ
い
て

主
治
医
か
ら
特
別
の
指
示
が
あ
っ

た
場
合
は
、
必
ず
そ
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
家
庭
で
の
清
掃
や
消
毒
は

ど
の
よ
う
に
し
た
い
い
の

で
す
か
？

Q
患
者
の
使
用
し
た
食
器
類

や
衣
類
は
、
通
常
の
洗
濯
、

洗
浄
、
乾
燥
で
消
毒
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ィ
ル
ス
の
付
着
し
た

ド
ア
ノ
ブ
、
ス
イ
ッ
チ
、
手
す
り
、

テ
ー
ブ
ル
な
ど
は
、
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
や
濃
度
０
・
５
％
の
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
で
消

毒
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

新型インフルエンザ新型インフルエンザ

　　予防のポイント予防のポイント
うがい

手洗い

不要な外出を控える

　
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
人
が
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る

方
法
や
、
自
宅
療
養
す
る
患
者
と
同
居
す
る
人
の
注
意
点
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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10
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
香
美
町
教
育

委
員
会
で
今
西
俊
継
氏
（
62
歳
）
が
香
美

町
教
育
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
25
年
7
月
ま
で
で
す
。

　

同
日
、
役
場
本
庁
舎
で
行
わ
れ
た
就
任

式
で
は
「
香
美
町
の
教
育
行
政
の
た
め
、

全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
。
私
も
与
え
ら
れ
た
職
務
を
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
西
氏
は
昭
和
22
年
７
月
、
香
住
区
浦

上
生
ま
れ
。
昭
和
46
年
に
神
戸
大
学
教
育

学
部
を
卒
業
後
、
川
西
市
立
多
田
小
学
校

教
諭
を
皮
切
り
に
但
馬
管
内
の
小
学
校
に

勤
務
。
温
泉
町
立
八
田
中
学
校
長
、
同
温

泉
中
学
校
長
、
豊
岡
市
立
城
崎
中
学
校
長

を
歴
任
。
そ
の
後
、
但
馬
県
民
局
県
民
生

活
部
但
馬
文
教
府
で
文
化
活
動
指
導
員
を

務
め
ま
し
た
。

 
香
美
町
教
育
長

　

今
西
俊

と

し

つ

ぐ継
氏
就
任

 

北
但
行
政
事
務
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
人
数　

３
人
（
委
員
13
人
中
）

●
任
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
検
討
が
終
了
す
る
日
ま
で

●
報
償
な
ど　

　

１
回
の
委
員
会
出
席
に
つ
き
４
４
０
０

円
を
支
給
（
３
時
間
を
超
え
る
場
合
は
、

７
６
０
０
円
）

●
応
募
資
格　

　

11
月
１
日
現
在
で
、
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
人

・
満
20
歳
以
上
で
、
豊
岡
市
、
香
美
町
ま
た

　

は
新
温
泉
町
に
在
住
す
る
人

・
ご
み
ま
た
は
環
境
に
関
心
が
あ
り
、
平
日

　

昼
間
に
開
催
す
る
会
議
な
ど
に
出
席
で

　

き
る
人

●
応
募
方
法　

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
作
文
を
添
付
し
、
北
但
行
政
事
務

組
合
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
持
参
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
）

　

北
但
行
政
事
務
組
合
が
進
め
て
い
る
広

域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
（
以
下
「
施
設
」）

の
啓
発
機
能
（
情
報
提
供
・
学
習
の
場
、

修
理
・
再
生
の
場
な
ど
）
の
整
備
計
画
や

施
設
周
辺
整
備
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
、
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理

施
設
整
備
検
討
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」）

を
設
置
し
ま
す
。

　

今
回
、
幅
広
い
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

委
員
３
名
を
公
募
し
ま
す
。

※
作
文
は
「
こ
れ
か
ら
の
ご
み
処
理
施
設

　

の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
Ａ
４
縦

　

用
紙
横
書
き
で
８
０
０
字
程
度
と
し
ま

　

す
。

●
応
募
期
間　

　

11
月
25
日
（
水
）
の
午
後
５
時
ま
で

●
選
考
結
果　

　

申
込
書
お
よ
び
課
題
作
文
で
審
査
、
選

考
し
、
結
果
は
応
募
者
へ
通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

・
応
募
に
要
す
る
費
用
は
、
応
募
者
の
負
担

　

と
し
ま
す
。

・
応
募
書
類
は
、
選
考
の
た
め
の
み
に
使
用

　

し
公
開
、
返
却
は
行
い
ま
せ
ん
。

・
申
込
書
は
、
役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課
ま

　

た
は
北
但
行
政
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

北
但
行
政
事
務
組
合　

施
設
整
備
課

　

〒
６
６
８
‐
０
０
３
３

　

豊
岡
市
中
央
町
11
‐
22

　

電　

話 

０
７
９
６
・
24
・
５
５
０
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
９
６
・
24
・
６
６
５
０

　

Ｅ
メ
ー
ル hokutan@

gaea.ocn.ne.jp

 

国
民
健
康
保
険
証

　

12
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

　

香
美
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
保
険

証
が
12
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
下
旬
に
簡
易

書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
加
入
し
て
い
る
ご

家
族
の
分
が
届
い
た
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
保
険
証
の
有
効
期
限
に
つ
い
て

　

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限

は
平
成
23
年
11
月
30
日
で
す
。
た
だ
し
、

期
限
ま
で
に
75
歳
に
到
達
し
、
長
寿
医
療

制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
移
行

す
る
人
な
ど
は
有
効
期
限
が
短
く
な
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
…

　

特
別
の
事
情
が
な
く
保
険
税
を
滞
納
し

て
い
る
場
合
は
、
通
常
の
有
効
期
限
よ
り

短
い
短
期
被
保
険
者
証
や
資
格
証
明
書
を

交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課
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▲【雄・雌の部　一等一席】
　「てるひめ」と飼い主の朝倉さん

▲【去勢の部　金賞】
　「照花俊」と飼い主の上田さん

 

10
月
22
日
、
新
温
泉
町
歌
長
の
美
方
郡

農
村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
町
と
Ｊ
Ａ

た
じ
ま
が
主
催
し
「
第
５
回
香
美
町
子
牛

品
評
会
後
期
の
部
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子
牛
が
対
象
。

　

町
内
30
農
家
が
出
品
し
た
47
頭
（
雄
・

雌
子
牛
37
頭
、
去
勢
10
頭
）
が
全
国
和
牛

登
録
協
会
の
登
録
審
査
基
準
に
基
づ
き
審

査
を
受
け
た
結
果
、
次
の
と
お
り
受
賞
牛

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

（
賞
、
名
号
、
畜
主
名
、
産
地
の
順
、
敬
称
略
）

◆
雄
・
雌
の
部

一
等
一
席

　

「
て
る
ひ
め
」
朝
倉
隆
夫
（
小
代
区
秋
岡
）

同　

二
席

　

「
よ
し
み
」
吉
岡
芳よ

し

ま

つ松
（
小
代
区
秋
岡
）

 

同　

三
席

　

「
ふ
く
ひ
め
」
今
井
正
己
（
小
代
区
東
垣
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
産
業
部
農
林
水
産
課

◆
去
勢
の
部

金
賞
一
席

　

「
照て

る

は

な

と

し

花
俊
」　

上
田
伸
也　

（
村
岡
区
宿
）

同　

二
席

　

「
幸ゆ

き

ふ

く福
」　

小
谷
よ
し
の　

（
小
代
区
秋
岡
）

同　

三
席

　

「
福ふ

く

よ

し

と

し

芳
俊
」　

上
田
伸
也　

（
村
岡
区
宿
）

　

雄
・
雌
の
部
で
一
等
一
席
を
受
賞
し
た

朝
倉
さ
ん
は
「
一
等
一
席
の
受
賞
は
初
め

て
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
牛
の
つ
な
ぎ

運
動
に
特
に
気
を
つ
け
て
体
調
管
理
を
し

て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
勢
の
部
で
金
賞
一
席
を
受
賞

し
た
上
田
さ
ん
は
「
去
勢
の
部
は
初
挑
戦

で
し
た
。
毎
日
愛
情
込
め
て
育
て
た
牛
が

受
賞
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

第
５
回
香
美
町
子
牛
品
評
会 

後
期
の
部豊かな自然に育まれた「但馬牛」豊かな自然に育まれた「但馬牛」

香
美
町
山
の
祭
典 

第
２
回
但
馬
牛

ぎ

ゅ

う

食
ま
つ
り

 

上
質
和
牛
の
最
高
峰
「
但
馬
牛
」
の
原

産
地
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
山
の

ま
ち
村
岡
区･

小
代
区
の
豊
か
な
食
材
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
10
月
25
日
、
香
美

町
山
の
祭
典
と
し
て
「
第
２
回 

但
馬
牛 

食
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
チ
北
ス
キ
ー
場
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン

デ
駐
車
場
で
は
、
但
馬
牛
ホ
ル
モ
ン
鍋
、

但
馬
牛
米
の
牛
そ
ぼ
ろ
か
け
丼
な
ど
の
料

理
、
但
馬
牛
も
ぅ
〜
と
食
べ
大
会
、
但
馬

牛
ク
イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

但
馬
牛
も
ぅ
〜
と
食
べ
大
会
タ
イ
ム

レ
ー
ス
で
優
勝
し
た
鶴
原
博
幸
さ
ん
（
37

歳
、
京
都
市
）
は
「
初
め
て
参
加
し
た
け

ど
、う
ま
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

但
馬
牛
の
肉
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
魅
力
体
験
ツ
ア
ー
と
し
て

香
美
町
と
交
流
し
て
い
る
門
真
市
、
尼
崎

市
、
ま
た
昨
年
11
月
に
香
美
町
と
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
交
流
の
協
定
を
し
た
吹
田
市
か

ら
市
民
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、
但
馬
牛
の
原

産
地
「
香
美
町
」
の
魅
力
に
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。（
11
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
但
馬
牛

の
お
い
し
さ
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
観
光
振

興
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲長さ約 1ｍのはしを使って、相手にサイコロステーキ
　を食べさせあう「但馬牛もぅ～と食べ大会」

▲近くで見た牛の大きさにビックリ！
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町
職
員
人
事
異
動

　

●
異
動
（
10
月
１
日
付
）

　
　

健
康
福
祉
部
町
民
課　

石
田
周
子
（
会
計
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
※
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
）

全
国
山
林
苗
畑
品
評
会

2
度
目
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

　

上
田
穰

ゆ

た

か

さ
ん
（
村
岡
区
宿
）

　

全
国
の
植
林
用
苗
木
の
品
質
を
競
う
「
全
国
山
林
苗

畑
品
評
会
」
で
上
田
さ
ん
が
最
高
位
の
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
、
１
９
８
６
年
に
続
き
自
身
２
度
目
の
栄
冠

と
な
り
ま
し
た
。

　

上
田
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
苗
木
生
産
を
開
始
。
現

在
は
地
元
の
兎
塚
杉
、
小
代
杉
を
中
心
と
し
て
約
50
a

の
畑
で
７
万
本
の
苗
木
を
生
産
。
今
ま
で
に
林
野
庁
長

官
賞
や
県
知
事
賞
な
ど
を
多
数
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
生
産
者
が
水
田
栽
培
を
す
る
な
か
、
根

の
発
育
を
良
く
し
活
着
率
を
高
め
る
た
め
畑
で
の
苗
木

栽
培
に
こ
だ
わ
り
、
畑
に
は
傾
斜
を
つ
け
て
水
は
け
を

良
く
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
枝
ぶ
り
や
根

張
り
が
良
い
上
田
さ
ん
の
苗
木
は
、
造
林
関
係
者
な
ど

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

受
賞
に
つ
い
て
上
田
さ
ん
は
「
ま
さ
か
２
度
も
受
賞

で
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
変
感
激
し
て
い

ま
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
内
の
苗
木

生
産
者
は
上
田
さ
ん
を

含
め
3
人
の
み
。
但
馬

の
山
へ
植
林
す
る
の
に

一
番
適
し
て
い
る
地
元

産
苗
木
の
生
産
技
術
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
に

も
「
今
後
は
後
継
者
の

育
成
に
力
を
注
ぎ
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

 

人
権
問
題
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
は

　

町
内
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

10
月
１
日
付
け
で
山
本
千ち

な

え

奈
惠
さ
ん
（
香
住
区
下
岡
）

と
太
田
垣 

修
お
さ
む

さ
ん
（
小
代
区
大
谷
）
が
法
務
大
臣
か

ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
な
ど
の

人
権
問
題
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
委
嘱
に
よ
り
、
町
内
の
委
員

は
２
名
増
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
人

権
擁
護
活
動
が
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

担
当
地
区

委
員
名

相
談
開
催
場
所

香
住
区

石
部 

賢け

ん

の

う應
（
小
原
）

香
住
老
人

　

福
祉
セ
ン
タ
ー

畑
中 

清き

よ

し司
（
一
日
市
）

長　

 

智と

も

こ子
（
一
日
市
）

山
本
千ち

な

え

奈
惠
（
下
岡
）

村
岡
区

田
中 

基も

と

ひ

こ彦
（
村
岡
）

村
岡
老
人

　

福
祉
セ
ン
タ
ー

松
岡 

泰や

す

こ子
（
入
江
）

西
村 

計け

い

い

ち一
（
日
影
）

小
代
区

水
間 

忠た

だ

か

ず一
（
鍛
治
屋
）

い
こ
い
の
里

太
田
垣 

修
お
さ
む

（
大
谷
）

田
尻 

伊い

つ

こ

都
子
（
貫
田
）

※
相
談
日
な
ど
は
役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た

　

地
産
地
消
の
推
進
の
た
め
、
平
成
17
年
か
ら
5
年
間

に
わ
た
り
学
校
給
食
へ
米
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
前

田
精
一
さ
ん
（
59
歳
、
香
住
区
森
）
に
長
瀬
町
長
か
ら

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

▲感謝状を受け取る前田さん

●
問
い
合
わ
せ
先

　

美
方
郡
広
域
事
務
組
合
総
務
課　

　

℡
０
７
９
６
・
９
２
・
２
４
１
０

●
業
務
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

 

美
方
郡
広
域
事
務
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

　
　

終
業
時
間
を
変
更
し
ま
し
た

　

11
月
1
日
か
ら
平
日
の
終
業
時
間

を
15
分
短
縮
し
、
業
務
時
間
が
次
の

と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（9/24 ～ 10/27）の届出分の内、承諾
　を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）　

※このコーナーは、先月（9/24 ～ 10/27）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。
 （届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

－編集後記－
　感染力の強い新型インフ
ルエンザ。うがい、手洗い
などでしっかり予防するこ
とが大切です。でも自分か
らウイルスを呼び込んでい
ませんか？
　夜更かし、不規則な食生
活…。普段の生活を見つめ
なおすことも予防の最初の
一歩です。しっかり食べて
栄養補給。十分な睡眠。こ
れに、うがい、手洗いで鬼
に金棒！（みうら）

　心肺蘇生法にあわせて活用することで、蘇生率の向

上が期待できるＡＥＤ（自動対外式除細動器）。

　ＡＥＤの設置場所が事前に分かれば、心停止から除

細動実施までの時間が短縮され、かけがえのない多く

の命を救うことができます。

　ＡＥＤの使用と設置場所の公表について承諾いただ

ける事業所などがありましたら、役場健康福祉部町民

課または各地域局健康福祉課へお知らせください。

1人でも多くの命を救うために1人でも多くの命を救うために

  ＡＥＤ設置場所の情報提供ＡＥＤ設置場所の情報提供  にご協力ください !!にご協力ください !!

●問い合わせ（情報提供）先
　役場健康福祉部町民課、各地域局健康福祉課

▲ＡＥＤの設置場所
　を表すマーク

ＡＥＤ

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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　第 22 回但馬村岡ミニミニ駅伝大会には小学生、中学

生、一般のそれぞれ男女 6部門に町内外から 81 チーム

が参加。3位以内に入った町内チームの成績は次のとお

りです。（敬称略）

小学生男子の部▼１位 長

井小Ａ、２位 射添小Ａ、

３位 余部小、 同女子の部

▼１位 チーム爆走（兎塚

小）、中学生女子の部▼１

位 香住第一中Ｇ

Town News

　第39回香美町駅伝競走大会には、町内から13チー

ムが参加。大会結果は次のとおりです。（敬称略）

1 位 香美町サエンズ、2 位 矢田川走友会 A、3 位 

佐津谷ムーミンズ A、4位 美方広域消防、5位 下浜

ウッドペッカー、6位 法庭会

　「矢田川みそ」、「手作り梅干し」、「但馬牛米」の村岡

を代表する特産物を町内外にＰＲしようと村岡産業クラ

スター研究会が主催して毎年行われている同イベント。

　町内外から 30 人が参加し、食べ終わった梅干しの種

を口から飛ばして飛距離を競った「第７回梅干しの種飛

ばし大会・村岡カップ」では、梅干しがすっぱくて食べ

られない子どもや、勢いよく種を飛ばそうとしてもタイ

ミングが合わず手前に落とす参加者もいて、会場は笑い

に包まれていました。

　親子で参加した村尾光
み つ き

基くん（4歳、村岡区相田）は「梅

干しはすごくすっぱかったです。でも一番になれるよう

にがんばりました」と笑顔で語ってくれました。
▲梅干しの種を飛ばす参加者「もっと遠くまで飛んでいけ～！」

★★★
日本食原点３点セット発売記念イベント
　（10 月 3日、村岡区大糠「道の駅ファームガーデン」）

ギネスに挑戦！梅干しの種飛ばし

　全国屈指の松葉ガニの水揚量を誇り、そして近畿で唯

一ベニズワイガニ（香住ガニ）が水揚げされるカニのま
ち、香美町をＰＲしようと行われた「香住！カニ検定」。
　カニ博士を目指し、県内をはじめ、関東、九州など全
国から集まった受験者は、年齢が 9歳から 80 歳までの
112 人。60 分の制限時間内にカニや香美町にちなんだ択
一方式の 100 問に挑戦しました。
　合格者は 67 人（合格率 59.82％）、最高得点は 98 点で、
3年連続で合格した 21 人には「カニ博士」の認定証が
送られます。
　昨年に続き 2回目の挑戦となった岡山真由美さん（奈
良県桜井市）は「昨年同様、今年も難しかった。遠方で
すが、カニが大好きなので来年も受験を楽しみにしてま
す」と語ってくれました。

★★★
第 3回 香住！カニ検定
　（10 月 18 日、香住区「香住小学校」）

頭もおなかも「カニ」でいっぱい

★★★
第 22 回但馬村岡ミニミニ駅伝（10月 4日、村岡区「兎塚学びの里周辺コース」）
第 39 回香美町駅伝競争大会（10月 18 日、香住区大梶～香住Ｂ＆Ｇ海洋センター）

秋空のもと、各地で健脚を競う

▲試験に取り組む受験者
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　深まりゆく秋を感じながら心地よい汗を流そうと、香

りの住むまちづくり運動奥佐津地区推進委員会（山盛和

義委員長）が主催した同ハイキング。

　ハイキングコースとなった森林基幹道「三川線」は、

香住区隼人から豊岡市日高町万
ま ん ご う

劫までの全長約 29.5km

の林道。県が昭和 47 年から 38 年の長い歳月と、約 59

億円の巨費を費やして今年完成したもの。すでに開通し

ている妙見・蘇武線と合わせ、約 54.3km の林道が但馬

の屋根を縦貫することになります。

　奥佐津幼稚園児、奥佐津小学校児童を含む参加者約

190 名は、ウサギさんコース（約 4km）、カメさんコース（約

2km）、お気楽コース（約 300m）に分かれ、山々の紅葉

や山腹から見る風景に心を弾ませながらハイキングを楽

しんでいました。

★★★
三川山パノラマハイキング
　（10 月 25 日、森林基幹道「三川線」の三川山山頂付近）

紅葉に染まった空の道！

　小代区新屋の伝統芸能の寿
ことぶきしきさんばそう

式三番叟は踊り手不足など

でしばらく途絶えていましたが、平成 16 年に地元住民

が「新屋芸能保存会」を結成して復活。

　衣装や道具は借り物でしたが、今後も伝統芸能を継承

し地区の活性化をしようと、( 財 ) 自治総合センターの

宝くじ助成を受けて烏
え ぼ し

帽子や袴
はかま

などの衣装や楽器などを

新調しました。

　10 月 25 日、地区の秋祭りで奉納された三番叟は、同

日夜に行われた新屋秋祭り演芸会でも衣装新調特別公演

として演じられました。この演芸会では、三番叟をはじ

め、歌や踊り、村芝居などが行われ、来場した観客を楽

しませていました。

★★★
新屋秋祭り演芸会
　（10 月 25 日、小代区新屋）

宝くじ助成金で三
さ ん ば そ う

番叟衣装などを新調

　昨年 11 月に歴史、文化、人の交流を深めようとフレ

ンドシップ交流協定を調印した吹田市と香美町。
　今大会は、グラウンドゴルフを通じて交流を深めると
ともに、吹田市からの参加者にもっと香美町を知っても
らおうと行われたもの。8ホールで 1ゲームとし、2ゲー
ムの合計打数を競う個人戦で、優勝から 10 位までの入
賞者とブービー賞には香住ガニが送られました。
　この大会には、吹田市からは 40 人、町内からは 37 人
が参加し、日ごろの練習の成果を発揮しました。
　吹田市グラウンドゴルフ連盟の前川秀昭理事長は「ス
コアを競うより、マナーを守り香美町の人と楽しんでプ
レーすることを重視しました。今回が初めての交流でし
たが、ぜひ来年も行いたいし、これを機会にますます交
流が深まればうれしいです」と語ってくれました。

★★★
香住海岸しおかぜ香苑グラウンドゴルフ交流大会
　（10 月 26 日、香住区「しおかぜ香苑」）

吹田市と香美町の交流、ますます盛んに！

▲新調した衣装で演じられる三番叟

▲標高約 800 ｍ付近の林道を歩くハイキング参加者

▲和やかにプレーを楽しむ参加者



第5回香美町民号旅行 第 5回香美町民号旅行 旅行先が決まりました！旅行先が決まりました！
日　時：平成 22年 6月 19日（土）～ 6月 20日（日）（1泊 2日）日　時：平成 22年 6月 19日（土）～ 6月 20日（日）（1泊 2日）
旅行先：旅行先：「呉 大和ミュージアムと世界遺産 厳島神社・平和公園を訪ねて」「呉 大和ミュージアムと世界遺産 厳島神社・平和公園を訪ねて」
参加費：３０，０００円程度を予定しています。参加費：３０，０００円程度を予定しています。
　※姫路駅までは特急「はまかぜ」を利用、それ以降は大型観光バスを利用します。
　※詳細は決まり次第お知らせします。皆様のご参加をお待ちしております。

●問い合わせ先　香美町民号旅行実行委員会（事務局：役場総務部企画課）

役場本庁舎　36・1111

　　　　　　( 代表 )

　総 務 課　36・1111

　企 画 課　36・1962

　税 務 課　36・1113

　会 計 課　36・4321

　町 民 課　36・1110

　健 康 課　36・1114

　福 祉 課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建 設 課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321

　　　　　　( 代表 )　

小代地域局　97・3111

　　　　　　( 代表 )　

教育委員会　94・0101

　香住分室　36・3764

　小代分室　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住地域福祉センター

　　　　　　　　　36・4345

香住老人福祉センター

　　　　　　　　　36・5008

村岡老人福祉センター

　　　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　　　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870
の
１

tel 　
0796・

36 ・
1111　

fax　
0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@

tow
n.m
ikata-kam

i.lg.jp
ホームページ　　http://w

w
w
.tow
n.m
ikata-kam

i.lg.jp
ふ
る
さ
と
香
美
（
第
5
6
号
）
平
成
2
1
年
1
1
月
1
2
日
発
行

■
発
行
／兵
庫
県
香
美
町
■
企
画
編
集

／総
務
部
企
画
課

12この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙を使用しています。

まちのうごき
（平成 21年 10 月 1日現在）

合　計　21,405 人（－  25）

　男　　10,182 人（－    7）

　女　　11,223 人（－  18）

世帯数  6,935 世帯（－  13）
カッコ内は前月比

　10 月 28 日、東京で開催された日本

ジオパーク委員会で、山陰海岸が世界

ジオパークネットワーク（ＧＧＮ）の

国内候補地に決定しました。

　平成 19 年 7月に本町を含む京都、兵

庫、鳥取 3府県の関係自治体、産業団

体など 38 団体が「山陰海岸ジオパーク

推進協議会」を設立。日本海形成や日

本列島誕生の痕
こ ん せ き

跡が数多く残っている

地域としてＧＧＮに加盟しようと取り

組みを進めてきたもので、今回申請さ

れた日本国内 3地域のうち山陰海岸が

唯一国内候補地となりました。

　年内にもＧＧＮへの加盟申請を行う

予定で、来年の現地調査などの審査を

経て決定されることになります。

世界ジオパークネットワーク国内候補地に決定 !!世界ジオパークネットワーク国内候補地に決定 !!

山陰海岸山陰海岸祝祝

　現在、世界ジオパークは 19 ヵ国、

64 ヵ所。日本では糸魚川（新潟県）、

洞爺湖（北海道）、島原半島（長崎県）

が今年 8月に加盟しました。

　ジオパークは、国立公園や世界遺産

のように「保護」だけを目的とするの

ではなく、「教育」や「観光」に積極的

に活用することを目的にしています。

　今後、山陰海岸がＧＧＮに加盟する

ためには、そこに住む人々の活動が重

要になります。

●ジオパークとは…
　地質学、考古学、生態学や文化的な価値のあ
る一種の自然公園のこと。大きく分けて「世界
ジオパーク」と「日本ジオパーク」があります。
　世界ジオパークは、国連教育科学文化機関（ユ
ネスコ）が支援する「世界ジオパークネットワー
ク」への加盟を認められた地域のことで、日本
ジオパークは、日本ジオパーク委員会が認定す
る国内版のジオパークを指します。
　山陰海岸は昨年、日本ジオパークに認定され
ました。

▲海食地形が美しい「今子浦」 ▼柱状節理と板状節理の芸術「鎧の袖」


